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連
載
・
イ
ベ
ン
ト

◆びわ湖環境ビジネスメッセ2019
会期：2019年10月16日（水）～ 18日（金）
▷開催時間：10：00 ～ 17：00（最終日
は16：00まで）▷会場：長浜バイオ大学
ドーム（滋賀県長浜市田村町1320）▷参
加費：無料（事前登録制）▷主催：びわ
湖環境ビジネスメッセ実行委員会/問合
せ：実行委員会事務局077-528-3793（滋
賀県庁 東館2階 モノづくり振興課内）

◆第8回ふくしま・再生可能エネルギー
産業フェア（REIFふくしま2019）
会期：2019年10月30日（水）・31日（木）
▷開催時間：10：00 ～ 17：00▷会場：
ビッグパレットふくしま（福島県郡山
市南二丁目52番地）▷入場料：無料（事
前登録制）▷主催：福島県／公益財団
法人福島県産業振興センター /問合せ
先：公益財団法人福島県産業振興セン
ター エネルギー・エージェンシーふ
くしま024-959-1961

●RE-Users地域連携プロジェクト（大阪）
「企業価値を高める自然エネルギーの

利用拡大」
会期：2019年10月16日（水）▷開催時
間：13：10 ～ 16：20（交 流 会16：20

～ 17：00）▷会場：おおさかATCグリ
ーンエコプラザ セミナールーム（大阪
市住之江区南港北2丁目1-10）▷参加
費：無料（要事前申込）＊交流会は有料
1,000円▷主催：おおさかATCグリーン
エコプラザ実行委員会/問合せ：htt
ps://www.renewable-ei.org/

●関西「O&M丸ごと立上げパック」活
用研修
①太陽光O&M・営業研修
▷会期：2019年10月24日（木）▷開催時
間：9:55 ～ 18:00▷会場：京都テルサ
東館３階第８会議室（京都府京都市南
区東九条下殿田町70）
②オンサイト（実地）研修
▷会期：2019年10月25日（金）▷開催時
間：9:15 ～ 17:45▷会場：大津市市民
活動センター（滋賀県大津市浜大津
4-1-1明日都浜大津1階）／［実地］関
西研修センター (滋賀県大津市雄琴
1-14-1）▷ 参 加 費：［ 会 員 ］1研 修
20,000円、2研 修38,000円 ／［ 非 会
員］1研修45,000円、2研修85,000円▷
主催：一般社団法人新エネルギー O&M
協議会▽問合せ先：03-5809-3366

●JAPAN WIND ENERGY 2019（日本陸上・
洋上風力エネルギー会議：2019年）
会期：10月28日（月）・29（火）▷会場：
ハイアットリージェンシー大阪（大阪

府大阪市住之江区南港北1丁目13-11）
▷参加費：要確認（事前申込制）▷主
催：Leader Associates /問合せ先：
https://www.leader-associates.com/
jwe-japanese

●ISEP・第4世代地域熱供給4DHセミナー
【札幌】
会期：2019年10月28日（月）▷開催時間：
14：30～ 16：30（受付開始14：00）▷会
場：札幌国際ビル「国際ホール」（札
幌市中央区北4条西4丁目1番地 札幌国
際ビル8階）▷参加費：無料（要事前申
込）▷主催：認定NPO法人 環境エネル
ギー政策研究所（ISEP）/問合せ：03-
3355-2200（ISEP）▷申込：WEBフォーム
＝ https://docs.google.com/forms/d/
e/1FAIpQLSdLR2xfayhLJ9zwJxYwJfMyEKm
oTDdPL5DhCLSestDY7s7XBg/viewform
【東京】
会期：2019年11月1日（金）▷開催時間：
14：00 ～ 16：30（受付開始13：30）▷
会場：主婦会館プラザエフ9F「スズラ
ン」（東京都千代田区六番町15）▷参加
費：無料（要事前申込）▷主催：認定
NPO法人 環境エネルギー政策研究所
（ISEP）/問 合 せ：03-3355-2200（ISEP）
▷ 申 込：WEBフ ォ ー ム ＝ https://
d o c s . g o o g l e . c o m / f o r m s / d /
e/1FAIpQLSezaHSC-Ww9jkv2lp40Y49jAP

kn2zB7rZac5lWk6cSuOsX99Q/viewform
●令和元年度「いわて木質バイオマスエ

ネルギーフォーラム」
会期：10月29日（火）▷開催時間：13：
20 ～ 16：30▷会場：エスポワールい
わて大中ホール（盛岡市中央通一丁目
1-38）▷参加費：無料（要事前申込）▷
主催：岩手県 /問合せ先：019-629-
5774（岩手県 農林水産部 林業振興課 
林業担当）▷申込：WEBフォーム＝htt
ps://s-kantan.jp/pref-iwate-u/off
er/userLoginDispNon.action?tempSeq
=885&accessFrom=

●第10回日独エネルギー・環境フォーラム
会期：2019年10月29日（火）・30日（水）
▷開催時間：両日とも9：30から▷会
場：WTCコンファレンスセンター（東京
都港区浜松町2-4-1 世界貿易センター
ビルディング）▷参加費：無料（事前登
録制）▷主催：国立研究開発法人 新エ
ネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）
／ドイツ連邦環境・自然保護・原子炉
安全省（BMU）／ドイツ連邦経済・エネル
ギー省（BMWi）/問合せ：「第10回日独エ
ネルギー・環境フォーラム」申込事務
局03-5362-0117（オーエムシー内）

●第36回太陽光発電シンポジウム ～太
陽光発電の主力電源化に向けた道筋～
会期：2019年11月6日（水）・7日（木）▷開

催時間：10：00 ～ 17：40（予定）▷会
場：大崎ブライトコアホール（東京都
品川区北品川5-5-15 大崎ブライトコ
ア3F）▷参加費：2日券＝18,000円・1
日券＝12,000円／＜一般＞2日券＝
22,000円・1日券＝16,000円▷主催：
一般社団法人太陽光発電協会/問合せ：
事務局03-6256-0177（日通旅行内）▷申
込：WEBフォーム＝ https://www16.ni
ttsu.co.jp/event/contents/ev19ks
es/index.html

●新エネルギー財団・令和元年度 風力発
電講演会
会期：2019年11月18日（月）▷開催時
間：13：00 ～ 17：00（受 付 開 始12：
30）▷会場：ホテルグランドヒル市ヶ
谷 3階「瑠璃東」（東京都新宿区市谷
本村町4-1）▷参加費：＜新エネルギー
財団賛助会員＞無料／＜一般＞3,100
円（要事前申込）▷主催：一般財団法人
新エネルギー財団 新エネルギー産業
会議 風力委員会/問合せ：03-6810-
0361（新エネルギー財団 計画本部 企
画調査部）▷申込：WEBフォーム＝ htt
p s : / / n e p s . n e f . o r . j p / s e m i n
ar/2019/136/entry.php

新エネルギー関連
イベントカレンダー（10月～ 11月）

※開催日時等内容に変更が生じる場合もあ
ります。詳細は各事務局資料でご確認下さい。

学会／セミナー／講演会

展示会
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NEWS
ふるさと

第⑲回

▼
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神

×
東
北
復
興
＝
未
来
志
向
」

第
⑰
回
か
ら
の
コ
ラ
ム
の

ま
と
め
を
し
た
い
。
キ
ー
ワ

ー
ド
と
し
て
、
ブ
ル
ネ
ル
父

子
の
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
×

東
北
復
興
＝
未
来
志
向
」
と

い
う
等
式
を
掲
げ
た
。
こ
れ

を
、
「
ブ
ル
ネ
ル
」
・「
父

子
」
、
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
」・「
精

神
」
、
「
東
北
」
・
「
復
興
」、

「
未
来
」
・
「
志
向
」
の
８
つ

に
分
け
て
概
説
す
る
こ
と
に

す
る
。

▼
ブ
ル
ネ
ル
・
父
子

「
ブ
ル
ネ
ル
」
に
つ
い
て

は
、
本
コ
ラ
ム
の
前
編
・
第

⑰
回
で
述
べ
た
よ
う
に
、
フ

ラ
ン
ス
が
ル
ー
ツ
で
あ
る

が
、
産
業
革
命
で
息
吹
く
イ

ギ
リ
ス
で
活
躍
し
た
エ
ン
ジ

ニ
ア
で
あ
っ
た
。

父
マ
ー
ク
・
ブ
ル
ネ
ル

は
、
シ
ー
ル
ド
工
法
の
発
明

者
で
、
テ
ム
ズ
河
底
ト
ン
ネ

ル
に
適
用
し
た
。
彼
は
発
明

家
で
も
あ
り
、
異
国
の
イ
ギ

リ
ス
で
生
活
す
る
た
め
に
20

件
以
上
の
特
許
を
取
得
し
、

イ
ギ
リ
ス
で
生
き
残
る
た
め

の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
と
し

た
。
結
果
、
マ
ー
ク
は
、

「
サ
ー
」
の
称
号
を
得
た
。

子
イ
ザ
ム
バ
ー
ド
・
ブ
ル

ネ
ル
は
、
父
の
期
待
に
応

え
、
彼
は
父
を
土
台
と
し

て
、
父
以
上
の
事
績
を
成
し

た
。
彼
は
、
発
明
に
見
合
う

新
技
術
や
新
機
軸
を
打
ち
立

て
た
が
、
特
許
は
一
切
取
ら

ず
、
む
し
ろ
否
定
し
た
。
成

長
期
や
発
展
期
に
特
許
、
特

許
と
騒
ぐ
無
駄
を
除
い
て
社

会
の
発
展
を
第
一
と
し
た
。

「
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
フ
ァ
ー

ス
ト
」、「
デ
ザ
イ
ン
・
フ
ァ

ー
ス
ト
」
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
と

も
い
え
る
。

「
父
子
」
は
、
血
縁
が
あ

る
と
す
れ
ば
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
繋
が

り
で
あ
る
。
が
、
過
去
や
現

代
に
お
い
て
も
、
養
子
縁
組

で
も
立
派
な
父
子
関
係
で
あ

る
。
家
督
を
維
持
す
る
た
め

に
養
子
を
迎
え
、
父
子
と
な

る
こ
と
も
あ
る
。

筆
者
の
友
人
の
本
多
忠
夫

氏
は
、
千
葉
県
の
大
多
喜
城

の
初
代
城
主
で
あ
っ
た
本
多

忠
勝
の
第
25
代
目
で
あ
る
と

い
う
が
第
２
次
大
戦
中
に
養

子
と
な
り
本
多
家
の
家
系
を

守
っ
て
い
る
。

ブ
ル
ネ
ル
家
の
場
合
、
イ

ザ
ム
バ
ー
ド
に
は
、
３
人
の

子
が
い
た
が
、
そ
の
家
系
に

は
、
曾
曾
曾
孫
の
イ
ザ
ベ

ラ
・
ト
ー
マ
ス
ほ
か
が
い

る
。
が
、
ブ
ル
ネ
ル
の
名
前

は
、
直
系
に
は
な
い
。
子
ブ

ル
ネ
ル
の
姉
ソ
フ
ィ
ア
の
子

孫
に
は
、
著
名
な
彫
刻
家
が

お
り
、
ブ
ル
ネ
ル
大
学
で
行

わ
れ
た
展
示
会
は
、
筆
者
も

観
覧
し
た
。

▼
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
精
神

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
に
つ
い

て
は
、
多
く
の
人
が
肯
定
で

あ
る
は
ず
だ
。
し
か
し
、
高

齢
者
で
は
、「
私
は
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
は
も
う
い
い
」
と
い

う
人
も
多
い
。
な
る
ほ
ど
、

理
解
で
き
な
い
こ
と
で
は
な

い
が
、「
終
活
」
と
い
う
言

葉
が
あ
る
よ
う
に
、
そ
の
日

に
向
か
い
企
画
や
設
計
を
し

よ
う
と
し
て
い
る
。

実
は
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

分
野
で
は
、「
チ
ャ
レ
ン

ジ
」
は
、「
課
題
解
決
」
と

同
義
語
あ
る
と
い
う
。
ブ
ル

ネ
ル
に
関
連
し
た
行
事
で
、

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
専
門
と
す

る
大
学
講
師
に
通
訳
を
依
頼

し
た
が
、
彼
女
は
課
題
解
決

を
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
和
訳
し
て

い
た
。

こ
の
「
課
題
解
決
＝
チ
ャ

レ
ン
ジ
」
と
い
う
解
釈
は
、

課
題
を
棚
上
げ
す
る
の
で
は

な
く
、
課
題
に
取
り
組
み
解

決
し
よ
う
と
す
る
「
精
神
」

の
現
れ
と
な
る
。
そ
う
し

た
、
前
向
き
な
精
神
を
空
気

感
と
し
た
い
。

▼
東
北
・
復
興

２
０
１
１
年
３
月
11
日
の

東
日
本
大
震
災
、
本
年
６
月

18
日
の
山
形
県
沖
地
震
。
大

災
害
で
は
、
被
災
状
況
が
メ

デ
ィ
ア
で
も
取
り
上
げ
ら

れ
、
ま
た
「
東
北
」
が
注
目

さ
れ
、
福
島
や
鶴
岡
の
地
名

が
周
知
さ
れ
た
。

３
・
11
で
は
、
放
射
能
汚

染
が
福
島
の
ほ
か
、
東
北
や

東
日
本
へ
甚
大
な
被
爆
災
害

を
も
た
ら
し
た
。
い
ま
被
爆

障
害
が
顕
在
化
し
、
一
方
で

風
評
被
害
は
な
お
継
続
し
て

い
る
。

た
。
対
比
さ
れ
る
の
が
、
西

日
本
で
あ
る
。
電
源
周
波
数

の
相
違
、
江
戸
文
化
や
京
文

化
の
違
い
な
ど
、
東
西
地
域

に
は
、独
特
の
相
違
が
あ
る
。

し
か
し
西
日
本
に
は
、
大

災
害
が
な
い
と
い
う
こ
と
は

な
く
、
１
９
９
５
年
１
月
17

日
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
、

２
０
１
６
年
４
月
14
日
の
熊

本
地
震
、
２
０
１
８
（
平
成

30
）
年
６
月
28
日
か
ら
の
西

日
本
豪
雨
な
ど
、
災
害
は
東

西
を
問
わ
ず
頻
発
し
て
い
る
。

東
西
の
垣
根
は
、
飛
行
機

や
海
上
を
使
え
ば
東
京
を
越

え
て
互
い
に
交
流
で
き
る
。

が
、
災
害
か
ら
の
「
復
興
」

に
お
い
て
は
、
東
西
の
文
化

や
経
済
の
違
い
を
活
か
し
つ

つ
行
う
べ
き
で
あ
る
。
対
立

要
で
あ
る
と
述
べ
、
浮
世
絵

の
収
集
家
と
な
り
、学
ん
だ
。

未
来
志
向
は
、
未
来
に
生

き
残
る
た
め
の
企
画
や
設
計

を
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

「
志
向
」
に
は
、
美
的
さ
が

大
事
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
永

続
性
の
基
本
と
な
る
だ
ろ
う
。

▼
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に

未
来
に
向
け
た
復
興
に

は
、
現
実
を
超
え
た
視
点
が

必
要
で
あ
る
。
被
害
を
受
け

た
当
事
者
に
は
酷
で
は
あ
る

が
、
い
ま
こ
そ
次
世
代
を
見

通
し
た
復
興
を
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
ブ
ル
ネ
ル
の

銅
像
の
目
線
は
、
自
ら
が
挑

戦
し
、
失
敗
も
経
験
し
、
な

お
、
そ
の
先
を
見
通
し
て
い

る
。そ

の
た
め
に
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
に
代
表
さ
れ
る
持
続
可
能

な
取
り
組
み
を
空
気
感
と
し

て
、
ピ
ン
チ
を
払
拭
し
、
未

来
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
東
北
復

興
の
現
場
を
創
造
し
た
い
も

の
で
あ
る
。

か
ら
協
調
に
、
し
か
も
相
互

依
存
の
関
係
を
つ
く
り
あ
げ

る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

▼
未
来
・
志
向

挑
戦
す
る
エ
ン
ジ
ニ
ア
、

ブ
ル
ネ
ル
か
ら
、「
未
来
志

向
」
に
つ
い
て
、
次
の
例
か

ら
学
び
た
い
。

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
南
西
部

の
プ
リ
マ
ス
は
軍
港
で
、
そ

の
先
の
コ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ル
地

方
と
の
境
を
流
れ
る
テ
イ
マ

ー
河
に
高
架
橋
が
あ
る
。
１

８
５
９
年
に
子
ブ
ル
ネ
ル
の

設
計
で
完
成
し
た
ロ
イ
ヤ

ル
・
ア
ル
バ
ー
ト
橋
で
あ

る
。【
写
真
】

こ
の
橋
は
、
２
ス
パ
ン
の

長
大
橋
で
あ
り
、
帆
船
が
通

る
こ
と
が
で
き
る
高
架
橋
で

も
あ
る
。
そ
の
架
橋
は
、
レ

ン
ズ
状
の
１
ス
パ
ン
を
、
個

別
に
持
ち
上
げ
施
工
さ
れ

た
。
し
た
が
っ
て
工
期
の
短

縮
化
、
工
費
の
軽
減
化
を
実

現
で
き
た
。
実
に
合
理
的
な

発
想
を
具
現
化
し
て
い
る
。

ブ
ル
ネ
ル
の
行
っ
た
設
計

は
、
レ
ン
ズ
状
の
橋
桁
か
ら

構
造
力
学
的
作
用
が
視
覚
で

き
る
。
現
代
風
に
言
え
ば
、

ア
フ
ォ
ー
ダ
ン
ス
の
設
計
と

い
え
る
。
ブ
ル
ネ
ル
の
「
未

来
」
を
取
り
入
れ
た
設
計
手

法
の
典
型
で
も
あ
る
。

設
計
や
企
画
は
、
常
に
ト

レ
ー
ド
オ
フ
と
の
対
話
で
あ

る
。
二
面
性
や
二
極
性
へ
の

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
も
い
え

る
。
ブ
ル
ネ
ル
も
数
学
を
得

意
と
し
た
が
、
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
大
家
ド
ラ
ッ
ガ
ー
も
数

学
を
収
め
た
。
二
人
は
、
と

も
に
芸
術
に
深
い
洞
察
が
あ

っ
た
。
ブ
ル
ネ
ル
は
、「
構
造

芸
術
」
と
い
う
境
地
を
「
志

向
」
し
実
現
し
、
ド
ラ
ッ
ガ

ー
は
、
日
本
文
化
は
二
極
性

で
あ
り
、
二
極
性
こ
そ
が
重

２
０
１
８
年

９
月
６
日
の
北

海
道
胆
振
東
部

地
震
で
は
、
北

海
道
に
衆
目
が

集
ま
っ
た
。
同

時
に
、
広
域
に

わ
た
る
大
停
電

は
、
送
配
電
の

系
統
制
御
の
脆

弱
性
を
露
呈
し

た
。こ

れ
ら
は
、

東
日
本
で
の
出

来
事
で
あ
っ

テイマー川に架かるロイヤル・アルバート橋


